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先
生
の
ご
専
門
は
。

近
代
歴
史
学
の
父
と
呼
ば
れ
る
ラ

ン
ケ
の
弟
子
の
一
人
、ド
イ
ツ
系
ス

イ
ス
人
の
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
を
中
心
に

研
究
し
て
い
ま
す
。国
家
を
中
心
と
し
た
同

時
代
の
歴
史
学
者
と
は
違
い
、彼
は
普
通
の

人
た
ち
が
当
時
何
を
考
え
て
い
た
の
か
と
い

う
所
に
ま
で
目
を
配
っ
て
い
る
点
が
面
白
く
、

人
々
の
息
遣
い
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
歴
史
書

を
書
い
た
人
物
で
す
。本
人
の
著
書
を
読
み

解
く
だ
け
で
な
く
、誰
に
ど
ん
な
手
紙
を
書

き
、大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
授
業
を
展
開
し

て
い
た
の
か
、そ
し
て
当
時
何
が
話
題
に
な
っ

て
い
た
の
か
な
ど
彼
の
生
き
た
時
代
も
含
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
調
べ
て
い
ま
す
。

ゼ
ミ
で
は
ど
の
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
の
で
す
か
。

学
習
者
集
団
と
し
て
み
ん
な
が
教

え
合
い
、刺
激
し
合
え
る
よ
う
、各

自
が
研
究
し
た
内
容
を
発
表
す

る
の
が
基
本
で
す
。卒
論
・
修
論
の
追
い
込
み

の
時
期
に
な
る
と
個
人
指
導
に
切
り
替
え

る
の
で
す
が
、学
問
で
苦
し
む
最
後
の
機
会

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
え
て
厳
し
く
、

細
部
に
わ
た
っ
て
指
摘
し
、本
人
が
十
分
に

力
を
出
し
切
れ
る
ま
で
付
き
合
い
ま
す
。

学
生
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

歴
史
は
自
分
と
は
関
係
の
な
い
こ

と
を
記
憶
す
る
学
問
だ
と
思
わ
れ

が
ち
で
す
が
、実
は
そ
う
で
は
な

く
、身
の
回
り
の
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
は
歴
史

と
深
い
つ
な
が
り
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、私

た
ち
は
前
の
世
代
か
ら
何
か
を
も
ら
っ
て
次

の
世
代
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
、歴
史
的
な
存

在
で
も
あ
る
わ
け
で
す
。や
が
て
若
い
世
代

を
育
て
る
仕
事
に
就
く
学
生
た
ち
に
は
、バ

ト
ン
を
渡
す
立
場
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
な

が
ら
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

「その土地で長い時間の試
練に耐えて今に残った技術
は素晴らしい」と称賛する地
場産品を、日常使いしている。
写真は播州織と栃木レザー
のコラボトートや、1本で2通り
のデザインが楽しめるおしゃれ
な播州織のネクタイ、津軽塗
と樺細工のボールペン、学生
たちからプレゼントされた姫革
細工のペンケース。

地場産品をリスペクト

父親の形見としてオメガの腕時計（写
真中央）を譲り受けて以来、機械式時
計にはまり、コレクションは30個を超え
る。とりわけスイスの高級時計メーカー、
IWCのファン。「堅牢

ろう

な作りと、1885年
以降の全製品の記録や設計図を残し
ているのでどんなものでも修理に応じる
という、出荷した後にも責任を持ってい
るところが良いですよね」

語り出すと止まらない時計愛

歴史的な資料（史料）をオークション
で探し出すのが好き。ゲットしたもの
は歴史学を身近に感じてもらおうと
授業などで学生たちに披露すること
も。ただ、狙いとは別に「高かったでし
ょう」と懐具合を心配されることもしば
しばだと苦笑する。着用しているのは
フリーメイソンの正装であるエプロン。

オークション好きな一面も

研究は〝現物史料主義〟

約3年前から築90年という純和風の家に暮らし
ている。「前任地の弘前時代に日本家屋の良さ
を知り、こちらでも毎月のように夫婦で篠山に通っ
て執念で見つけました」。欄間や格子戸などには
職人技が光る繊細な細工が施されているという。

自宅でも歴史を体感

歴史を体感できる史料として、初版本を集めている。写
真は上から、ランケの「ローマ・ゲルマン諸民族史」、ブ
ルクハルトの「チチェローネ」「コンスタンティヌス大帝
の時代」で、いずれも150年以上前のもの。かつては
海外を訪れるたびに古本屋巡りをしていたが、現在は
インターネットで購入しており、「便利な時代になった」
と喜んでいる。
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この先生にズームイン

大阪府出身。昭和59（1984）年同志社大
学文学部卒業、平成2（1990）年同大学
院文学研究科博士課程退学。25年に博士

（文化史学）取得。5年から弘前学院大学
文学部で講師、准教授、教授を歴任し、28
年から現職。研究分野はヨーロッパ史学史
で、特にドイツやスイスが中心。授業は「外国
史特講」（学部）、「歴史教育内容論Ⅳ（西洋
史）」（大学院修士課程）などを担当している。

先生に質問！
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